
 横須賀ࠊƴƓけǔ 

 在宅療養連携Ʒ取Ǔ組ǈ 

  －最期Ǉư住ǈ慣Ǖƨ場所ư－ 

 ᲫᲪ月Ჳ日࠰2Ჰ

横須賀ࠊ健康部 地域医療推進課 

1 

ᖹ成26ᖺᗘ 都道府┴医療介護連携調整実証事業 

第2回都道府┴在宅医療䞉介護連携担当者 

䞉䜰䝗䝞イ䝄䞊合ྠ会議䠄H26.10.09) 

 

資料2-1 
 



• 面積          約䠍䠌䠌ｋ㎡ 

• 人口          約䠐䠍万人䠄中核ᕷ䚸保健所設置ᕷ䠅 

• 高齢化率       約䠎䠔％䠄ᖹ成26ᖺ4᭶䠅 

• 要支援䞉要介護認定者数  19,345人䠄ᖹ成26ᖺ3᭶䠅 

• ᖺ間死亡者数      4,427人䠄ᖹ成24ᖺ䠅 

• ᕷෆ䛾医療䞉介護資源 䠄H26.6᭶現在䠅 

  病院              䠍䠎䠄一般病床2,494䞉療養病床516䞉そ䛾他372䠅 

  在宅療養支援診療所        䠏䠕   

  地域包括支援センタ䞊                 䠍䠏   

  居宅介護支援事業所       䠍䠍䠌   

  訪問介護事業所           䠕䠑   

  訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン       䠎䠎 

  䝕イ䝃䞊䝡䝇             䠍䠍䠑   

  介護老人保健施設           䠕 䠄定員   992䠅 

  特別養護老人䝩䞊䝮       䠎䠌 䠄定員 2,140䠅 

  䜾䝹䞊䝥䝩䞊䝮           䠐䠒 䠄定員  654䠅 

 

横須賀ᕷ䛾紹介 



 

地域医療推進課Ʒ主要事業Ŵ常勤職員数Ŵ 

 度当初予算᫇ƳƲ࠰26

 

 事業ྡ 職員数 予算額䠄千䠅 構成比

ᕷ立䠎病院䛾指定管理 5 1,718,000 81.56%

救急医療体制䛾整備 112,358 5.33%

休日夜間診療所䛾指定管理 29,071 1.38%

い䛾ち䛾基金䚷推進事業 10,226 0.49%

災害医療体制䛾整備 4,936 0.23%

ᕷ立┳護専門学校䛾運営 175,675 8.34%

産科医療ᑐ策事業 38,400 1.82%

在宅療養推進事業 17,521 0.83%

┳護師確保ᑐ策事業 324 0.02%

2,106,511
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横須賀ᕷ在宅療養連携推進事業費 

䠄単位䠖䠅 

  予算額 補正後 決算額 財源 

ᖹ成23ᖺᗘ 320,000   306,556 一般財源 

ᖹ成24ᖺᗘ 720,000   657,887 一般財源 

ᖹ成25ᖺᗘ 2,479,000 6,575,000   
一般財源 

地域医療再生基金 

ᖹ成26ᖺᗘ 17,521,000     地域医療再生基金 







横須賀ᕷ䛾人口䝢ラ䝭䝑䝗 
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䠎䠌䠍䠑ᖺ 䠎䠌䠌䠑ᖺ 

䠎䠌䠎䠑ᖺ 䠎䠌䠏䠑ᖺ 
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日ᮏ人䛾ᖹ均ᑑ命䛾推移 
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横須賀ᕷ䛾死亡数䛾推計 
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横須賀ࠊƷ死亡場所Ʒ構比Ტ2Ხ࠰Უ 

  65.3% 
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老人䝩䞊䝮 

診療所 

老人保健施設 

そ䛾他 



 

横須賀ᕷ䛾 

     死亡場所䛾構成比䛾推移 
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横須賀ᕷ䛾 

    死亡場所別 死亡数䛾推移 
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病床数䛸病院数䛾推移䠄全国䠅 

167万 168万 166万 164万 164万 163万 160万 158万 157万 

10,096  9,844  9,490  9,286  9,187  9,026  8,794  8,605  8,565  

ᖹ成2ᖺ 5ᖺ 8ᖺ 11ᖺ 14ᖺ 17ᖺ 20ᖺ 23ᖺ 24ᖺ 

病床数 

病院数 



 



               ᖹ成25ᖺ11～12᭶ 横須賀ᕷ福祉部実施 
 
     䛂横須賀ᕷ高齢者福祉䛻関す䜛䜰ン䜿䞊䝖䛃  
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ᑐ象 介護認定をཷけ䛶い䛺い 

  65歳以上䛾ᕷ民䛛䜙無作Ⅽ抽出 

      ㏦付数䠖1,600人 

      回答数䠖1,056人 

問  あ䛺た䛜病気䛺䛹䛷人生䛾

最期を迎え䜛䛸䛝䛜来た場合䚸

最期䛿䛹䛣䛷過䛤したい䛸思い

ます䛛䚹 

最期ま䛷自宅䛷過䛤し

たい 14.7% 

自宅䛷療養し䛶䚸必要䛻

䛺䜜ば医療機関䛻入院

したい 

45.3% 

医療機関䛻入院したい 

15.4% 

老人䝩䞊䝮䛺䛹䛾施設

䛻入所したい 

6.1% 

わ䛛䜙䛺い 

11.5% 

そ䛾他 

0.7% 

無効䞉無回答 

6.4% 



横須賀ƷȇȸǿƔǒ見えƨ課᫆ 
 

 ȷ人口Ƹ減少すǔƕŴ高齢者数Ƹ増加すǔŵ 

 高齢化率:約32％ 75歳以上:約20％ ࠰2025   

 ȷそǕƴ伴いŴ࠰間死亡者数ǋ増加すǔŵ 

  間死亡者数:約5300人(1000人増Უ࠰ ࠰2025   

 ȷ病院ƷჃ取Ǔ数Ƹ増えƯいƳいŵ 

 ȷ多くƷࠊ民ƕŴ実ƸŴ在宅ưƷ療養やჃ取Ǔを

希望しƯいǔƱ推測さǕǔŵᲢ約60％) 

 ȷ現実ƸŴᲰᲯ％Ʒࠊ民ƕ病院ư死亡しƯいǔŵ 

           ↓ 

  在宅ưƷ療養やჃ取Ǔを希望すǔࠊ民Ƹ多いŵ 

  在宅ưƷჃ取Ǔƕ増加すǔƱ予想さǕǔŵ 

  在宅ưჃ取Ǖǔ体Сを作ǒƳけǕƹƳǒƳいŵ  
18 



目指す方向 
  

   住ǈ慣Ǖƨƕ家ư療養しƨいƱいう方ƕŴ 

   在宅ưƷ療養ȷさǒƴƸჃ取ǓƱいう選択ƕ 

   ưƖǔǑうƴ地域医療Ʒ体СƮくǓを進Ǌǔ 

 

            ↓ 

 

 度Ɣǒ࠰23

在宅療養Ʒ体СƮくǓƴ着手 
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 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ23࠰度 
 

Ძ 在宅療養連携会議Ʒ発足 
 ※ 顔ƕ見えǔ関係Ʒ構築 

 ※ 課᫆Ʒ抽出ƱŴ解決策Ʒ検討ŵ 

   ※ 構Ტ264࠰月1日現在 17ӸᲣ 

  ȷ医療関係者ᲢᲳᲣ 

   医師会ᲬŴ歯科医師会Ŵ薬剤師会Ŵ病院ᲭŴ病院MSWŴ訪問Ⴣ護 

 ȷʼ護関係者ᲢᲯᲣ 

     ʼ護老人保健施設ŴǱǢȞネŴȘȫȑȸŴ 

    地域包括支援センǿȸŴǰȫȸȗホȸȠ 

 ȷࠊ職員Ტ3Უ 

   福祉部 高齢福祉課Ŵʼ護保険課Ŵ 健康部 地域医療推進課 
 

䠎 在宅療養ǷンȝǸウȠƷ開催 
 

 

    

 



 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ2Ხ࠰度 

Ძ 在宅療養連携会議ƴ 

  ワȸǭンǰチȸȠを設置 

  ȷ広報啓発検討Ŵ連携手法検討Ŵ 

   研修ȷセȟȊȸ検討ƷᲭチȸȠを編 

  ȷワȸǭンǰư解決策Ʒ具体化を検討Ŵ 

   事業を企画しŴ在宅療養連携会議ư承認Ŵ実行へ 

  ȷ参加者ƕ自分ƨƪƷ事業ƩƱいう意識を 

   持ƪŴ事業運営ƴǋ積極的ƴ参加しƨŵ 

 



 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ2Ხ࠰度 

Წ 厚生労働省 在宅医療連携拠点ƱƷ連携 

※在宅医療連携拠点事業ƸŴ23࠰度Ɣǒ厚生

労働省Ტ医政局Უƕ開始しƨ委ᚠ事業 

※横須賀ࠊƷ24࠰度採択事業者  

Ĭ 一般社団法人横須賀ࠊ医師会ᲢƔǋǊ広場Უ 

ĭ 社会福祉法人日本医療伝道会ᲢチȸȠ衣笠Უ 

          Ტ全国105ŴჄ内3Უ 

 

 



参考Ჴ在宅医療連携拠点事業Ʒǿǹǯ 

Ĭ多職種連携Ʒ課᫆ƴ対すǔ解決策Ʒ抽出 

ĭ在宅医療従事者Ʒ負担軽減Ʒ支援 

Į効率的Ƴ医療提供ƷƨǊƷ多職種連携 

į在宅医療ƴ関すǔ地域住民へƷ普及啓発 

İ在宅医療ƴ従事すǔ人材育 

        ↓ 

ȷ3者ƕȐラȐラƴ行動すǔƱŴ関係者やࠊ民ƴ 

 混乱を招ƖƔƶƳいŵ 

        ↓ 

 Ʊ拠点事業者ƕ連携しŴࠊ度ƸŴ本࠰24 

 協働しƯ事業を進Ǌƨŵ 
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3  多職種合ྠ研修会䛾開催 

 度実施ȆȸȞ࠰24※

  第1回 ž在宅療養Ŵ何ƕ課᫆？ſ 

  第2回 ž退院時Ʒ在宅療養連携ſ 

  第3回 ž横須賀ࠊƴƓけǔ在宅療養Ʒ将来ſ 

  第4回 žࠊ民ƷƨǊƷ在宅医療ȷʼ護Ʒ見本ࠊſ 

 

ȷ第1回～第3回ƸŴȆȸȞƴ沿っƨ講演や 

 多職種Ʒǰȫȸȗワȸǯ＋Ӹ刺交換会 

ȷ第4回ƸŴ一般ࠊ民を対象ƴ 

 関係職種ƷȖȸǹ展示ȷȟȋȬǯチャȸを 

 行っƨž在宅医療ȷʼ護Ʒ見本ࠊſ 
 

 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ2Ხ࠰度 



多職種合ӷ 

 研修会 



在宅医療Ʊ 

ʼ護Ʒ見本ࠊ 



 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ2Ჯ࠰度 
 

Ძ 在宅療養Ȗȭッǯ会議Ʒ設置 
 ȷࠊ内をᲮȖȭッǯƴ分けŴ在宅医を中心Ʊしƨ協力体СƷ構築  

  ⇒在宅医Ʒ増加 

 ȷȖȭッǯ内Ʒ病院ƴȖȭッǯ会議Ʒ事務局ƱƳǔȖȭッǯ拠点を委ᚠ 

⇒地域内ưƷ病診連携Ʒ推進 

 ȷ地域内ƴƓけǔ多職種連携 
 

Წ 医師会ƴ在宅療養センǿȸ連携拠点を設置 

 ȷࠊ内全域を対象Ʊすǔ在宅療養推進ƷƨǊƷ事業を委ᚠ 

 内病院Ʒ病院長会議Ʒ開催ư病診連携を推進ࠊ⇒  

  ⇒Ȗȭッǯ拠点Ʒ情報交換会Ʒ開催 

 



在宅療養連携体制䠄ｾﾝﾀｰ拠Ⅼ䞉䝤䝻䝑䜽拠Ⅼ䠅イ䝯䞊䝆 

ᕷ 
Ἅンター連携拠点 

ί医師会ὸ 

在宅医 

在宅医 

在宅医 
患者䠄自宅䠅 

病院 

㏥院 

医師 
他職種 

医師 在宅医 

在宅医 
㏥院 

他職種 

在宅医 
在宅医 

在宅医 

医師 

他職種 

在宅医 在宅医 

㏥院 

医師 

他職種 病院 

病院 

㏥院 

㏥院 

北Ἠロック拠点 

ί聖ヨἎἧ病院ὸ 

㏥院 

仲間䛻入䜜䜛 

※䝤䝻䝑䜽拠Ⅼ䛸䛺䜛病院䛿䚸地域䛤䛸䛾在宅医ネ䝑䝖ワ䞊䜽䛵く䜚を䝃䝫䞊䝖す䜛役割 

※患者䛾入㏥院を地域䛻䜘䛳䛶縛䜛訳䛷䛿䛺い䚹 

中央Ἠロック拠点 

ί衣笠病院ὸ 

東Ἠロック拠点 

ί浦賀病院ὸ 

西南Ἠロック拠点 

ί市民病院ὸ 

患者䠄自宅䠅 

患者䠄自宅䠅 

患者䠄自宅䠅 

䞉包括支援センタ䞊 

䞉䜿䜰䝬ネ 

䞉介護䝃䞊䝡䝇事業所 

䞉訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン 

䞉薬局           䛺䛹 

他職種 

相互協力䞉連携 

䝤䝻䝑䜽ෆ䛾ネ䝑䝖ワ䞊䜽䛵く䜚を䝃䝫䞊䝖 

ᕷ域全体䛾体制䛵く䜚を行う 

啓

Ⓨ 
ᕷ民 



 こǕǇưƷ取Ǔ組ǈᲴ2Ჰ࠰度 
 

 民啓発Ʒ強化ࠊ

 

Ĭࠊ民便利帳ƴ在宅医療ƴ対応すǔ医療機関を掲載 

   ᲢࠊƷHPư閲覧ȷ印Т可能Უ 

ĭ在宅療養ǬǤȉȖッǯƷ配ࠋ 

   ᲢࠊƷHPư閲覧ȷ印Т可能Უ 

Į広報ǑこすƔ 269࠰月号ƴ 

 在宅療養ȷ在宅Ⴣ取ǓƷ特集ᚡ事を掲載 

    ᲢࠊƷHPư閲覧ȷ印Т可能Უ  

 



横須賀ࠊƷ在宅療養連携推進事業Ĭ 
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N0 目的 事業ྡ 事業概要 㻞㻟ᖺᗘ 㻞㻠ᖺᗘ 㻞㻡ᖺᗘ 㻞㻢ᖺᗘ

1 在宅療養連携会議

医療䞉福祉䞉行政関ಀ者䛻䜘䜛全体会䛸䚸具体策を協議す

䜛専門部会を開催す䜛䚹

䚷 䚷 䚷

2
多職種合ྠ研修会䠄㻞㻢ᖺᗘ䛛䜙

センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

医療䞉福祉関ಀ者䛜一堂䛻会した研修会を開催し䚸相互

交流をಁ進す䜛䚹

3
䝤䝻䝑䜽別多職種合ྠ研修会

䠄䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ事業䠅

䝤䝻䝑䜽別䛻医療䞉福祉関ಀ者䛜一堂䛻会した研修会を

開催し䚸相互交流をಁ進す䜛䚹

4
在宅患者情報共᭷䝅䝇䝔䝮構築

䠄センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

在宅現場䛻䛚け䜛多職種䛾連携䝒䞊䝹䛸し䛶䚸患者情報

共᭷䝅䝇䝔䝮を構築し䚸関ಀ者へ䛾普及を図䜛䚹

5 䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ䛾設置

ᕷෆを䠐䝤䝻䝑䜽䛻分け䚸在宅療養䛻ྲྀ䜚組䜐診療所䛾相

互協力体制䛾構築や䚸地域ෆ䛾多職種䛾連携䚸病診連

携を図䜚䚸在宅医䛻䛴い䛶䛾ᕷ民へ䛾情報提供等䜒行

う䚹

6 センタ䞊連携拠Ⅼ䛾設置

䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ間䛾調整や䚸全ᕷ的䛺研修事業䚸情報

共᭷䝅䝇䝔䝮䛾構築䛺䛹を行う䚹

多職種連携

䛾推進

拠Ⅼ䛵く䜚
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N0 目的 事業ྡ 事業概要 㻞㻟ᖺᗘ 㻞㻠ᖺᗘ 㻞㻡ᖺᗘ 㻞㻢ᖺᗘ

7
䝤䝻䝑䜽会議䛾開催

䠄䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ事業䠅

在宅医療䛾診診連携䚸病診連携を目的䛸し䛶䚸䝤䝻䝑䜽ෆ

䛾開業医䚸ᕷෆ䛾病院関ಀ者等を䝯ン䝞䞊䛸した䝤䝻䝑䜽

会議を開催す䜛䚹

8
在宅医相互協力体制䛾構築

䠄䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ事業䠅

䝤䝻䝑䜽ෆ䛷在宅医䛾相互協力体制䛻䛴い䛶検討䚸構築

䛾上䚸運用す䜛䚹

9 ㏥院時カン䝣䜯䝺ン䝇䛾ﾙｰﾙ化

㏥院䛛䜙在宅へ䛾移行を滑䛻進䜑䜛た䜑䚸㏥院時カン

䝣䜯䝺ン䝇䛻必要䛺情報共᭷項目を標準化す䜛䚹

10
在宅患者病院Ⓩ録制ᗘ䛾検討

䠄䝤䝻䝑䜽連携拠Ⅼ事業䠅

在宅療養推進䛾た䜑䛾一時的䛺入院ཷ入制ᗘ䛻䛴い䛶

検討す䜛䚹

11
病院長会議

䠄センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

在宅療養推進䛾た䜑䛾病診連携を目的䛻䚸後方支援病

床䛻関す䜛協議等を行う䚹

12
病院医師在宅医療ྠ行指導

䠄センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

病院勤務医䛜㏥院䛥せた患者䛾訪問診療䛻ྠ行し䛶共

ྠ診療を行う䛣䛸䛻䜘䜚䚸在宅医療䛾認識を深䜑䛶䜒䜙う䚹

13
空床情報䝅䝇䝔䝮䛾構築

䠄センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

在宅患者䛜入院治療を必要䛸した場合䛾ཷ入病床䛾空

䛝状況情報を在宅医等䛜共᭷䛷䛝䜛䝅䝇䝔䝮を検討䞉構

築す䜛䚹

診診連携䛾

推進

病診連携䛾

推進
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N0 目的 事業ྡ 事業概要 㻞㻟ᖺᗘ 㻞㻠ᖺᗘ 㻞㻡ᖺᗘ 㻞㻢ᖺᗘ

14 在宅療養䝅ン䝫䝆ウ䝮

一般ᕷ民をᑐ象䛸した䝅ン䝫䝆ウ䝮を開催し䚸ᕷ民䛻在宅

療養䛸いう選択肢を理解し䛶䜒䜙う䚹

15 まち䛵く䜚出前䝖䞊䜽

地域医療推進課職員䛜地域䛻出向䛝䚸終ᮎ期医療や䛛

䛛䜚䛴け医等䛻䛴い䛶出前䝖䞊䜽を行い䚸ᕷ民䛜考え䜛

䛝䛳䛛け䛸し䛶䜒䜙う䚹

16
在宅医療推進出前講ᗙ

䠄センタ䞊連携拠Ⅼ事業䠅

在宅医䛜地域䛻出向䛝䚸在宅医療䛾現状䛺䛹䛻䛴い䛶䚸

講義を行い䚸ᕷ民䛾理解を深䜑䛶䜒䜙う䚹

17 在宅医療資源MAP䛾作成

在宅医療䛻ᑐ応す䜛医療機関を䚸ᕷ䝩䞊䝮䝨䞊䝆やᕷ民

便利帳䛺䛹䛷紹介す䜛䚹

18 啓Ⓨ冊子䛾作成

在宅療養䛸䛿䛹䛾䜘う䛺䜒䛾䛛䚸医療保険制ᗘ䞉介護保

険制ᗘを交え䛶ᖹ易䛻解説す䜛䚹

19 啓Ⓨチラ䝅䛾作成

在宅療養䛻䛴い䛶䛾案ෆを広く配ᕸ䛷䛝䜛䜘う䛻作成す

䜛䚹

ᕷ民啓Ⓨ
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N0 目的 事業ྡ 事業概要 㻞㻟ᖺᗘ 㻞㻠ᖺᗘ 㻞㻡ᖺᗘ 㻞㻢ᖺᗘ

20 動機䛵け多職種合ྠ研修

関ಀ団体䛜推薦したཷ講者䛻䚸東京大学䛜開Ⓨした䝥䝻

䜾ラ䝮䛻䜘䜛在宅療養䛾体系的研修を実施す䜛䚹

21
開業医ᑐ象䛾

在宅医療セ䝭䝘䞊

開業医をᑐ象䛻䚸在宅医療䛻ྲྀ䜚組䜐契機䛸䛺䜛研修を

実施す䜛䚹

22
病院職員ᑐ象䛾

在宅療養出前セ䝭䝘䞊

滑䛺病診連携を目的䛻䚸主䛸し䛶病院勤務医をᑐ象

䛻䚸在宅医療䛾理解を深䜑䜛セ䝭䝘䞊を病院ෆ䛷実施す

䜛䚹

23
䜿䜰䝬ネ䞉䝦䝹䝟䞊ᑐ象䛾

在宅療養セ䝭䝘䞊

䜿䜰䝬ネ䞉䝦䝹䝟䞊䛜䚸在宅医療䛾基礎知識を習得し䚸

医師䞉┳護師䛸䛾連携䛾滑化を図䜛䚹

人材育成
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Ძ 横須賀ࠊƷ地域特性 

  ȷ高齢化Ʒ進展ᲢჄ内他都ࠊǑǓ早い進行Უ 

  ȷ高齢独居世帯Ʒ増加Ტ独居高齢者Ʒ在宅Ⴣ取ǓᲣ 

  ȷ丘陵地Ʒ多いŴ独特Ʒ地形Ტ谷戸žやƱſᲣ 

 

2 地域包括ǱǢǷǹȆȠ構築 

   ･医療Ʊ福祉－行政内ƷさǒƳǔ連携ȷ融合 

  ȷサȝȸȈしやすい住ǇいƷあǓ方Ʒ検討 

  ȷ住民Ʒ理解Ʊ協力ƴǑǔ地域力Ʒ向上 
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連携 



 

横須賀市で在宅療養が進んだ 

 ḛあのḜỿーワード 

 
ƹ ƹっƪǓ 医師会Ʊ連携 

い 医療Ɣǒʼ護ƴǢȗȭȸチ 

ƕ 顔ƕ見えǔ関係性を構築 

え 影響力Ʒあǔ人を取Ǔ込ǉ 

し ࠊƸコȸȇǣネȸǿȸ 
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Q1.病気などで人生の最期を迎えるときが来た場合、
最期はどこで過ごしたいと思いますか？（回答者数：1,056人）

【高齢者福祉に関するアンケート調査】（対象者数 1,600 人、回答者数 1,056 人、回答率 66％）

Q2.自宅での療養は実現できると思いますか？
（回答者数：Q1で①・②と回答した 633人）

Q3.実現は難しい・分からないと思う理由は何ですか？
（回答者数：Q2で③・④と回答した 432人。回答は三つまで）
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ン
ロ
ー
υ
Ͱ
͖
·
͢
Ố
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さんʣ

在
宅
医
ͷ
先
生
ʹ

お
話
を
伺
い
ま
し
た

　

市
内
・
林
ʹ
あ
Δ
野
村
内
科
Ϋ
Ϧ
ニ
ッ
Ϋ
院
長
・
野
村

良
彦
医
師

ỏ
西
地
区
Λ
中
心
ʹ
19
年
間
ỏ
在
宅
医
療
ʹ

取
Γ
組
Μ
Ͱ
い
·
͢
Ố

　

野
村
医
師

͜
ͱ
͠
3
月
ỏ
地
域
医
療
ͷ
現
場
Ͱ
ỏ
長

年
ʹ
わ
ͨ
Γ
地
域
住
民
ͷ
生
活
Λ
支
え
ͯ
い
Δ
医
師
ʹ
贈

Β
Ε
Δ
ủ
第
二
回
日
本
医
師
会　

赤
ひ
͛
大
賞
Ứớ
日
本

医
師
会
ỏ
産
経
新
聞
社
主
催
Ờ
Λ
受
賞
͠
·
͠
ͨ
Ố

　

先
生
͕
在
宅
医
療
Λ
始
Ί
ͨ
͖
っ
͔
͚

ỏ
市
立
市
民

病
院
勤
務
ͷ
経
験
͔
Β
Ͱ
͠
ͨ
Ố
病
院
Ͱ

担
当
͢
Δ
患

者
͕
大
勢
亡
く
ͳ
っ
ͯ
い
͖
ủ
本
当
ʹ
病
院
Ͱ
最
期
Λ
迎

え
ͯ
Α
͔
っ
ͨ
ͷ
͔
Ố
͜
ͷ
患
者
͞
Μ

家
Ͱ
死
ʹ
ͨ

͔
っ
ͨ
ͷ
Ͱ

ͳ
い
͔
Ứ
ͱ
何
度

思
っ
ͨ
そ
う
Ͱ
͢
Ố

そ
͜
Ͱ
病
院
Λ
辞
Ί
ỏ
地
域
ͷ
͔
͔
Γ
ͭ
͚
医
ʹ
ͳ
Ζ
う

ͱ
Ϋ
Ϧ
ニ
ッ
Ϋ
Λ
開
業
͠
ỏ
在
宅
医
療
Λ
始
Ί
·
͠
ͨ
Ố

　

先
生

ỏ
患
者
一
人
一
人
ʹ
υ
ϥ
Ϛ
͕
あ
Δ
ͱ
言
い
·

͢
Ố
忘
Ε
Β
Ε
ͳ
い
患
者
͞
Μ
ͷ
一
人
ʹ
ỏ
末
期
ͷ
肺
͕

Μ
Ͱ
自
宅
療
養
Λ
͠
ͯ
い
ͨ
男
性
͕
い
·
͢
Ố
闘
病
中
ỏ

趣
味
Ͱ
栽
培
͠
ͯ
い
ͨ
ủ
月
下
美
人
Ứ
ͱ
い
う
数
年
ʹ
一

度
͠
͔
咲
͔
ͳ
い
ỏ
͠
͔

咲
く
ͱ
一
晩
Ͱ
枯
Ε
ͯ
͠
·

う
ͱ
い
う
花
͕
ỏ
あ
Δ
晩
美
͠
く
咲
͖
·
͠
ͨ
Ốủ
前
ʹ

咲
い
ͨ
ͱ
͖

仕
事
中
Ͱ
見
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ͳ
͔
っ
ͨ
͚

Ͳ
ỏ
生
͖
ͯ
い
Δ
う
ͪ
ʹ
見
Β
Ε
ͯ
Α
͔
っ
ͨ
Ứ
ͱ
喜


Ε
·
͠
ͨ
Ố
そ
Ε
͔
Β
間

ͳ
く
男
性

亡
く
ͳ
Γ
·
͠

ͨ
͕
ỏ
家
ʹ
い
ͨ
͔
Β
͜
そ
見
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
·
͠
ͨ
Ố

　

自
宅
Ͱ
看
取
Γ
Λ
͠
ͨ
家
族
͔
Β

ỏ
長
年
ʹ
わ
ͨ
Γ

年
賀
状
͕
届
く
͜
ͱ

多
く
ủ
手
紙
や
Ϋ
Ϧ
ニ
ッ
Ϋ
Λ
訪

Ε
ͨ
家
族
͔
Β
感
謝
͞
Ε
Δ
͜
ͱ
Ͱ
元
気
Λ

Β
っ
ͯ
い

Δ
Ứ
ͱ
先
生

言
い
·
͢
Ố

　

·
ͨ
先
生

ủ
在
宅
療
養

本
人
や
家
族
͕
納
得
͠
ỏ

希
望
͢
Δ
͜
ͱ
͕
絶
対
条
件
Ố
在
宅
療
養
͕
全
ͯ
Ͱ

ͳ

い
͕
ỏ
選
択
肢
ͷ
一
ͭ
ͱ
͠
ͯ
知
っ
ͯ

Β
い
ͨ
い
Ứ
ͱ

語
っ
ͯ
く
Ε
·
͠
ͨ
Ố

在
宅
療
養
・
在
宅
看
取
Γ
を

望
む
ͳ
Β

　

·
ͣ

ỏ
自
分
ͷ
気
持
ͪ
Λ
整
理
͢
Δ
͜
ͱ
͔
Β
始
Ί

·
͢
Ố

　

医
療
ͱ
介
護
͕
必
要
ʹ
ͳ
っ
ͨ
ͱ
͖
ʹ
ỏ
療
養
͢
Δ
場

所

Ͳ
͜
Λ
希
望
͢
Δ
͔
Ố
人
生
ͷ
最
期

Ͳ
͜
Ͱ
迎
え

Δ
ͷ
͔
Ố回
復
ͷ
見
込
Έ
͕
ͳ
い
ͱ
判
断
͞
Ε
ͨ
場
合
ʹ
ỏ

人
工
呼
吸
や
胃
Ζ
う
ʹ
Α
Δ
栄
養
補
給
ͳ
Ͳ
ͷ
延
命
措
置

Λ
希
望
͢
Δ
͔
Ố

　

·
ͩ
先
ͷ
͜
ͱ
ͱ
思
う
͔

͠
Ε
·
ͤ
Μ
͕
ỏ
人
生
ͷ

最
期
ʹ
ͭ
い
ͯ
考
え
Δ
͜
ͱ

ỏ
そ
ͷ
ͱ
͖
·
Ͱ
自
分
Β

͠
い
人
生
Λ
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
う
ʹ
生
͖
Δ
ͷ
͔
Λ
考
え
Δ
͜
ͱ

ͱ
同
͡
Ͱ
͢
Ố
い
ͭ
͔
訪
Ε
Δ
ủ
そ
ͷ
ͱ
͖
Ứ
ʹ
自
分
や

家
族
͕
慌
ͯ
ͳ
い
Α
う
ʹ
考
え
ͯ
͓
く
͜
ͱ
͕
大
切
Ͱ
͢
Ố

　

在
宅
療
養
・
在
宅
看
取
Γ
Λ
望
Ή
ͳ
Β
ỏ
͞
·
͟
·
ͳ

専
門
職
͕
サ
ϙ
ー
τ
͠
·
͢
͕
ỏ
そ
Ε
Ͱ

ỏ
そ
Ε
ͳ
Γ

ͷ
心
構
え
͕
必
要
Ͱ
͢
Ố
家
族
ʹ

Α
く
理
解
͠
ͯ
͓
い

ͯ

Β
い
·
͠
ょ
う
Ố

　

·
ͨ
在
宅
看
取
Γ
ʹ

ỏ
在
宅
医
療
Λ
行
う
主
治
医
͕

必
要
Ͱ
͢
Ố

　

最
期
·
Ͱ
自
宅
Ͱ
暮
Β
͠
ͨ
い
場
合
ʹ

ỏ
在
宅
医
ʹ

相
談
͠
ͯ
く
ͩ
͞
い
Ố

在
宅
療
養
ʹ
関
す
Δ
相
談
窓
口

　

在
宅
療
養
ͷ
͖
っ
͔
͚

ỏ
病
気
や
͚
͕
ͷ
治
療
Λ
終

え
ͯ
病
院
͔
Β
退
院
͠
ͨ
Γ
ỏ
高
齢
Ͱ
外
出
͕
難
͠
く

ͳ
っ
ͨ
Γ
ỏ
ͱ
い
う
Α
う
ͳ
͜
ͱ
͕
多
い
Α
う
Ͱ
͢
Ố
在

宅
療
養
や
終
末
期
ͷ
医
療
ͱ
介
護
ʹ
ͭ
い
ͯ
相
談
ʹ
応
͡

ͯ
い
Δ
窓
口
Λ
紹
介
͠
·
͢
Ố

❖
病
院
ͷ
相
談
室

　

大
͖
ͳ
病
院
Ͱ
あ
Ε

ỏ
病
院
ͷ
中
ʹ
退
院
後
ͷ
在
宅

療
養
や
心
配
事
ʹ
ͭ
い
ͯ
ͷ
相
談
窓
口
͕
あ
Γ
ỏ
相
談
員

や
退
院
調
整
看
護
師
͕
対
応
͠
·
͢
Ố

❖
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

͢
Ͱ
ʹ
介
護
認
定
Λ
受
͚
ͯ
έ
ア
Ϛ
ネ
δ
ャ
ー
͕
関

わ
っ
ͯ
い
Δ
場
合

ỏ在
宅
Ͱ
ͷ
医
療
ͷ
相
談
ʹ

応
͡
·

͢
Ố
病
院
͔
Β
退
院
͢
Δ
日
͕
決
·
っ
ͨ
Β
έ
ア
Ϛ
ネ

δ
ャ
ー
ʹ
連
絡
͠
ͯ
く
ͩ
͞
い
Ố病
状
ͳ
Ͳ
ʹ

Α
Γ
·
͢

͕
ỏ
退
院
前
ʹ
έ
ア
Ϛ
ネ
δ
ャ
ー
͕
在
宅
療
養
ʹ
必
要
ͳ

サ
ー
Ϗ
ε
ͷ
調
整
Λ
͠
ͨ
Γ
ỏ相
談
ʹ
乗
っ
ͨ
Γ
͠
·
͢
Ố

❖
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
͕
住
Έ
慣
Ε
ͨ
地
域
Ͱ
生
活
Λ
継
続
Ͱ
͖
Δ
Α

う
ỏ
支
援
Λ
行
う
地
域
ͷ
拠
点
ͱ
͠
ͯ
設
置
͞
Ε
ͯ
い
·

͢
Ố
保
健
師
ỏ
社
会
福
祉
士
ỏ
主
任
έ
ア
Ϛ
ネ
δ
ャ
ー
ͳ

Ͳ
ͷ
専
門
職
͕
ỏ
高
齢
者
や
そ
ͷ
家
族
ͷ
相
談
Λ
受
͚
ͯ

い
·
͢
Ố
市
内
ʹ

13
カ
所
設
置
͞
Ε
ͯ
い
Δ
ͷ
Ͱ
ỏ
͓

住
·
い
ͷ
地
域
Λ
担
当
͢
Δ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
λ
ー
ʹ

相
談
͠
ͯ
く
ͩ
͞
い
Ố
担
当
ͷ
セ
ン
λ
ー
͕
分
͔
Β
ͳ
い

場
合

市
役
所
高
齢
福
祉
課
ớ
☎ớ
822
Ờ９
６
̍
̏
Ờ
へ
͓

問
い
合
わ
ͤ
く
ͩ
͞
い
Ố

❖
横
須
賀
市
高
齢
福
祉
課
・
介
護
保
険
課

　

ớ
市
役
所
分
館
̎
階
Ờ

　

高
齢
者
ͷ
介
護
ʹ
関
͢
Δ
相
談
や
介
護
保
険
制
度
ʹ
ͭ

い
ͯ
ͷ
相
談
Λ
受
͚
付
͚
ͯ
い
·
͢
Ố

▪
高
齢
福
祉
課 

総
合
相
談
係
☎ớ
822
Ờ9
6
1
3

▪
介
護
保
険
課 

認
定
係
☎ớ
822
Ờ8
3
1
0

▪
介
護
保
険
課 

給
付
係
☎ớ
822
Ờ8
2
5
3

　

市
職
員
͕
団
体
や
ά
ϧ
ー
ϓ
ͷ
集
·
Γ
ʹ
出
向

͖
ỏ
在
宅
療
養
・
在
宅
看
取
Γ
ͷ
考
え
方
や
市
ͷ
取

Γ
組
Έ
ͳ
Ͳ
ʹ
ͭ
い
ͯ
説
明
͠
·
͢
Ố

❖�

申
͠
込
Έ
方
法
＝
·
ͣ

地
域
医
療
推
進
課ớ
☎

ớ
822
Ờ̐

̏
̏
̎
Ờ
へ
͝
連
絡
く
ͩ
͞
い
Ố

出
前
ト
ー
ク
を

͝
利
用
く
だ
͞
い

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰


	広報よこすか1409-2面
	広報よこすか1409-3面

